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高知県におけるヒメツバメウオの記録

岡村恭平 1・津野義大 1・野村彩恵 2・新野　大 3・遠藤広光 1

Three juvenile specimens (12.6, 21.1, and 38.0 mm in stan-
dard length) of a brackish water fish, Monodactylus argenteus 
(Linnaeus, 1758) (Monodactylidae), were collected from Kochi 
Prefecture, Japan. The species was previously reported based on 
specimens in Japanese waters from Chiba, Kanagawa, Wakaya-
ma, and Miyazaki prefectures, the mainland of Kagoshima 
Prefecture, and the Nansei Islands. However, the species from 
Shikoku Island has yet to be recorded based on voucher speci-
mens. Thus, these specimens represent the first specimen-based 
records of M. argenteus from Shikoku Island. In addition, some 
non-specimen-based records of juveniles from the western-south 
part of Kochi Prefecture were reported.
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 Abstract

スズキ目ヒメツバメウオ科Monodactylidaeは，体が菱

形で高く，著しく側扁すること，背鰭と臀鰭の基底が長く

相対し，前方部が高いことなどを標徴とし，インド・太

平洋とアフリカ西部の沿岸や汽水域に生息する（Nelson 

et al., 2016；中坊，2018）．本科はヒメツバメウオ属

Monodactylus Lacepède, 1801 と Schuettea Steindachner, 1866

の 2属 6種からなり，本邦からはヒメツバメウオ Mono-

dactylus argenteus (Linnaeus, 1758)のみが知られる（Nelson 

et al., 2016；中坊，2018）．本種は国内ではおもに南西諸島

に分布し，本州と九州の黒潮流域からも散発的に無効分散

と考えられる稚魚の記録がある（山川ほか，2017；中坊，

2018；出羽ほか，2022）．高知県では 2008年以降，採集個

体が水族館で飼育された例や新聞記事となった例があるが

（朝日新聞，2008年 7月 6日付，高知新聞，2016年 8月

24日付，2020年 7月 9日付），標本に基づく記録は報告さ

れていなかった．今回，高知県内で本種の稚魚の標本が得

られたため，標本に基づく四国初記録として報告すると共

に，近年の採集例を総括した．

材料と方法
標本の計数・計測方法は，Hubbs and Lagler (1947)にし

たがった．標準体長は体長または SL，全長は TL，脊索

長は NLと表記した．計測はデジタルノギスを用いて 0.01 

mm単位まで行い，小数第 2位を四捨五入した．記載と色

彩は，後述の 3標本に基づく．標本の作成，登録，撮影，

および固定方法は，本村（2009）に準拠した．本報に用い

た標本は，高知大学理工学部海洋生物学研究室（BSKU）

に保管されている．

Monodactylus argenteus (Linnaeus, 1758)

ヒメツバメウオ
（Figs. 1, 2; Table 1）

標本　3個体：BSKU 127077，体長 21.1 mm，土佐市

宇佐漁港，2019年 10月 21日，永江栞奈；BSKU 128224，

体長 38.0 mm，土佐市宇佐漁港，2019年 10月 22日，太田

啓佑；BSKU 132664，体長 12.6 mm，高知市浦戸湾，2022

年 10月 20日，岡村恭平．

写真　4個体：Fig. 1–A，宿毛市松田川，2008年 7月 4日，

宮岡涼華；Fig. 1–B，四万十市津蔵渕川，2016年 8月 21

日（2017年 1月 6日撮影），野村彩恵；Fig. 1–C，土佐清

水市竜串漁港，2018年 8月 7日，新野　大；Fig. 1–D，高

知市浦戸湾，2018年 10月 7日，岡村恭平．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合を Table 1

に示した．体は著しく側扁する．体高は臀鰭起部付近で最

大．体背縁は吻端から背鰭第 1軟条直下にかけて緩やかな

放物線を描いて上昇し，そこから尾柄部にかけて緩やかな
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放物線を描いて下降する．体腹縁は下顎先端から臀鰭起部

にかけて直線状に下降し，そこから尾柄部にかけて緩やか

な放物線を描いて上昇する．口裂は斜位．上顎後端は瞳孔

の前縁直下付近に位置する．眼と瞳孔は正円形．鼻孔は 2

対で近接し，眼の前縁の直前に位置する．前鼻孔は楕円形

で管状．後鼻孔は前後方向に長い楕円形．両顎には 3–4列

の細かな円錐歯が並ぶ．前鰓蓋骨後縁は鋸歯状．主鰓蓋骨

後縁は円滑．頭部と体側は櫛鱗で覆われる．側線は 1本で，

鰓蓋上方から背鰭第 5棘条直下付近まで上昇し，そこから

背鰭第 23軟条直下付近までやや緩やかに下降し，正中線

に沿って尾柄部に達する．肛門はたたんだ腹鰭棘の先端付

近に位置する．背鰭起部は胸鰭基底下端直上のやや後方に，

背鰭基底後端は臀鰭基底後端直上のやや前方にそれぞれ位

置する．背鰭棘条は第 1棘から第 8棘に向うにつれ徐々に

長くなり，背鰭軟条は第 1–3軟条が最長で，後方に向かう

につれ徐々に短くなる．胸鰭基底上端は腹鰭起部直上のや

や後方に，下端は鰓蓋後端直下付近にそれぞれ位置する．

胸鰭後端は背鰭第 8棘条直下付近に位置する．たたんだ

腹鰭の後端は臀鰭起部に達しない（12.6 mm SLの BSKU 

132664では臀鰭第 5軟条基部に位置する）．臀鰭起部は背

鰭第 4–5棘条直下付近に位置する．鰓耙は棒状で細長い．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 2）―体の地色は銀色（12.6 

mm SLの BSKU 132664では黒褐色）で，背鰭と臀鰭に近

づくにつれ黄色味を帯びる．背鰭と臀鰭の基底後方と臀鰭

の前縁部は黒色で，両鰭の上下端は橙色．頭部に明瞭な

2本の細い黒色横帯が走る（12.6 mm SLの BSKU 132664

Fig. 1. Live individuals of Monodactylus argenteus from Kochi Prefecture, Japan. A: taken on July 4, 2008, in the Matsuda River, 
Sukumo City; B: taken on January 6, 2017 (collected on August 21, 2016), in the Tsukurabuchi River, Shimanto City; C: taken on 
August 7, 2018, in Tatsukushi Fishing Port, Tosashimizu City; D: taken on October 7, 2018, in Urado Inlet, Kochi City.
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では不明瞭）．第 1横帯は吻端と背鰭上端の中間付近から

眼の中心部を通り，鰓蓋下端まで伸びる（38.0 mm SLの

BSKU 128224では虹彩下縁で止まる）．第 2横帯は背鰭起

部から鰓蓋部の中央部を通って，腹鰭から臀鰭前縁にかけ

ての黒色部に連なる（38.0 mm SLの BSKU 128244では胸

鰭基部で止まる）．背鰭と臀鰭の後縁部の後半部分と尾鰭

の軟条は白色で，それらの鰭膜は白みがかった半透明．

分布　インド・太平洋と紅海に広く分布し，本邦にお
いては，千葉県，神奈川県，和歌山県，高知県，宮崎県，

鹿児島県本土，大隅諸島（屋久島，口永良部島），奄美群

島（奄美大島，喜界島，沖永良部島），沖縄諸島（沖縄島，

久米島），宮古列島（宮古島），八重山列島（石垣島，西表島，

与那国島）から記録がある（波戸岡，2013；吉郷，2014；

山川ほか，2017；木村ほか，2017; Nakae et al., 2018；揖・

脇本，2019; Fujiwara and Motomura, 2020；三木，2021；赤

池ほか，2021；出羽ほか，2022；本研究）．

備考　記載標本は，体が著しく高く側扁し，背鰭と臀
鰭の軟条部が対称的に上下に広く伸びており，左右の腹鰭

が退化的でそれぞれごく短い 1棘のみからなり，頭部に 2

本の狭い黒色横帯があるという，波戸岡（2013）が示した

ヒメツバメウオの標徴のうち，左右の腹鰭が退化的でそれ

ぞれごく短い 1棘のみからなるという点以外がよく一致し

た．不一致の点については，岡・木下（2014）による，ヒ

メツバメウオは稚魚期に腹鰭がよく発達するが，成長に

伴って退縮し，成魚では退化的になるという記述と一致し

た．加えて，記載標本は山川ほか（2017）が稚魚とした個

Table 1. Counts and measurements of Monodactylus argenteus 
from Kochi Prefecture.

Fig.2. Fresh specimens of Monodactylus argenteus (A: BSKU 
132644, 12.6 mm SL; B: BSKU 127077, 21.1 mm SL; C: 
BSKU 128244, 38.0 mm SL) from Kochi Prefecture, Japan.

BSKU
132644

BSKU
127077

BSKU
128224

Standard length (SL; mm) 12.6 21.1 38.0
Counts
 Dorsal-fin rays VIII， 29 VIII， 29 VIII， 28
 Pectoral-fin rays 16 17 16
 Pelvic-fin rays I, 5 I, 5 I, 5
 Anal-fin rays III, 30 III, 29 III, 29
Measurements (% of SL)
 Body depth 58.1 65.4 80.9
 Head length 40.5 39.9 36.6
 Eye diameter 17.6 15.9 13.8
 Snout length 7.7 10.0 9.0
 Upper-jaw length 13.5 11.7 11.3
 Postorbital length 14.7 15.8 16.0
 Pre-dorsal-fin length 55.8 53.6 50.4
 Pre-pectoral-fin length 39.3 36.9 33.5
 Pre-anus length 55.2 54.7 51.8
 Pre-anal-fin length 63.1 69.4 63.1
 Pelvic-fin spine length 10.4 9.2 5.3
 Pectoral-fin length 21.4 24.9 24.5
 Pelvic-fin length 28.2 18.5 7.2
 Caudal-fin length 32.1 31.7 29.3
 Caudal-peduncle depth 12.5 13.7 13.7
 Caudal-peduncle length 8.2 9.0 9.7
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体と体長が同程度であることから，稚魚期であると考えら

れる．3標本はいくつかの形質において成長変異がみられ，

頭長，眼径，背鰭前長，胸鰭前長，肛門前長，腹鰭棘長，

腹鰭長，および尾鰭長では成長に伴ってそれらの体長に対

する比率が小さくなる傾向があった．さらに，体高，眼後

長，および尾柄長では成長に伴ってそれらの体長に対する

比率が大きくなる傾向がみられ，とくに体高は著しく変化

していた．また，本種は成長に伴って体の地色が黒褐色か

ら銀色に変化し，頭部に 2本の細い黒色横帯が現れ，黒色

横帯は腹側から徐々に消失すると考えられる．

本種の分布は前記のとおりであり，本報が本種の標本

に基づく四国初記録となる．高知県内では，前掲の標本

と写真のほか，第四著者は，2018年 8月 12日（約 1 cm 

TL），同年 10月 19日（約 5 cm TL），2020年 7月 29日（約

7 cm TLとほか 2個体），2022年 9月 17日（約 3 cm TL）

に土佐清水市竜串漁港で，2018年 8月 20日（約 1 cm TL）

と 9月 1日（約 2 cm TL）に同市三崎漁港で，2019年 9月

30日（約 2 cm TL）に幡多郡黒潮町蛎瀬川で，2020年 8

月 26日（約 2 cm TL）に土佐清水市厚生橋付近で，2021

年 9月 20日（約 1.5 cm TL）に同市越漁港で，本種をそれ

ぞれ採集もしくは観察した．さらに，岡・木下（2014）に

よれば，足摺岬沖から 8月に本種の前屈曲期仔魚（2.4 mm 

NL）が得られているが，採集年や標本の所在は示されて

いない．なお，浦戸湾の採集例（BSKU 132664と Fig. 1–D）

では，二度とも舫の下において，クロホシマンジュウダイ

Scatophagus argus (Linnaeus, 1766)の稚魚の群れに混じって

いた．蛎瀬川の採集例では，コアマモ場において，アカメ

Lates japonicus Katayama and Taki, 1984の稚魚とともに得

られた．

高知県においてヒメツバメウオは，2010年代後半以降

継続的に観察されていることから，毎年一定数の加入があ

ると考えられる．しかし，いずれも未成魚で冬季から春季

の観察例がないことから，現時点では黒潮による無効分散

の可能性が高い．一方，クロホシマンジュウダイは，ヒメ

ツバメウオと同様の環境を好む南方系通し回遊魚で，高知

県下では以前は四万十川など西南部で未成魚が見られるの

みであったものが，徐々に分布域を拡大し，浦戸湾など県

中東部でも成魚が得られ，定着が示唆されるようになった

［町田・山川，2005；加藤ほか，2007；片山ほか，2009；

高知県レッドデータブック（動物編）改訂事業　改訂委員

会，2018］．したがって，ヒメツバメウオも今後本県で越

冬して定着する可能性があり，その出現状況を継続的に観

察していくことが望まれる．
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